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フルタイム

フルタイム以外：
就労意向や
希望職種あり

役に立った　　まあ役に立った　　あまり役に立たなかった
役に立たなかった　　体験的活動は行ったことがない
わからない・無回答
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職
業
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イ
ン
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ビ
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シ
ャ
ド
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イ
ン
グ

大学・短大進学率70％以上
大学・短大進学率40～70％未満
大学・短大進学率40％未満

と
い
う
こ
と
。「
た
だ
体
験
す
る
の
で
は
な
く
、

進
路
を
じ
っ
く
り
考
え
る
よ
き
機
会
に
し
て
ほ

し
い
」と
い
う
思
い
が
う
か
が
え
る
。

　

な
お
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
進
学
校
に
な
る

と
実
施
率
が
下
が
り
、大
学
・
短
大
進
学
率
70
％

以
上
の
高
校
に
限
る
と
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

23
％
、職
場
見
学
は
22
％
の
実
施
率
。
卒
業
生

と
の
懇
談
会
や
高
大
連
携
に
よ
る
出
張
授
業

な
ど
は
60
〜
70
％
以
上
と
高
率
な
の
に
比
べ

て
、職
業
観
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
に
は
消

極
的
な
状
況
が
見
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、こ
の
傾
向
に
逆
ら
う
か
の
よ
う

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
推
進
す
る
進
学
校
も

出
て
き
た
。
静
岡
県
立
韮
山
高
校
で
は
１
年
生

２
８
５
人
中
１
１
５
人
が
希
望
し
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
し

て
よ
か
っ
た
と「
強
く
思
っ
た
」生
徒
が
68
％
、「
思

っ
た
」生
徒
が
32
％
で
全
員
が
意
義
を
感
じ
て
い

る
結
果
だ
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
る

千
葉
県
立
東
葛
飾
高
校
で
も
希
望
者
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
。マ
ス
コ
ミ
、病
院
、

弁
護
士
事
務
所
な
ど
、生
徒
た
ち
が
進
路
と
し

て
希
望
す
る
現
場
で
体
験
で
き
る
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
お
り
、中
学
生
向
け
説
明
会
で
も
参
加

者
た
ち
が
そ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
。
参
加
希
望

者
は
年
々
増
え
て
い
る
。

　

図
２
は
内
閣
府
が「
職
業
に
対
す
る
体
験
的

活
動
」の
効
果
を
調
査
し
た
も
の
。
フ
ル
タ
イ
ム

就
労
者
の
ほ
う
が
、フ
ル
タ
イ
ム
以
外
の
就
労
者

よ
り
体
験
的
活
動
を
経
験
し
て
お
り
、職
業
に

就
く
際
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

厳しい雇用状況下において、職業観・勤労観を育成する指導はなくてはならないものとなっています。
なかでもインターンシップを中心とした体験的学習は、生徒の心に揺さぶりをかけるのに効果的。

興味関心の先にいる職業人との触れ合いが、進路実現へのモチベーションとなっている例をご紹介します。

取材・文／永井ミカ

進
学
校
で
も
取
り
組
み
が
始
ま
り

生
徒
の
多
く
が
参
加
に
満
足

　

ま
ず
は
図
１
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ

は
、２
０
１
０
年
の
小
社
調
査
よ
り
職
業
観
育

成
に
関
す
る
体
験
的
学
習
の
実
施
率
を
取
り

出
し
た
も
の
。
実
施
率
が
高
い
三
大
学
習
は
講

演
会
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、職
場
見
学
だ
。
こ
の

数
字
は
06
年
の
調
査
か
ら
大
き
く
は
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、そ
の
内
容
は
変
化
し
て
き
て
い
る
。

例
え
ば
、こ
れ
ら
の
学
習
は
中
学
で
も
実
施
率

が
高
い
た
め
、い
か
に
内
容
に
差
を
つ
け
高
校
生

ら
し
い
レ
ベ
ル
の
学
習
に
す
る
か
と
い
う
点
で
工

夫
す
る
高
校
が
増
え
て
い
る
。
な
か
で
も
先
生

方
が
苦
心
さ
れ
て
い
る
の
が
、生
徒
た
ち
が
本
当

に
興
味
の
あ
る
職
場
や
人
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る

※ 小社「2010年　高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」より（調査時期：2010年10月　
調査対象：全国の全日制高校の進路指導主事）

図1　進路指導で実施している取り組み事項

図2　職業に対する体験的活動の効果

あなたが学生（児童・生徒を含む）のころに行った職業に対する体験
的活動は，現在の職業に就く際に役に立ちましたか。フルタイム就労
ではない場合は、今後就きたいと考えている職業を選ぶ際に役に立ち
ましたか。

※内閣府による「第8回　世界青年意識調査」より（調査時期：2007年11～12月　調査対象：無
作為抽出した18～24歳の男女）
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教諭　
深井信司先生

実習事業所名

実習日時
７月　日（　）　　　：　　　～　　　：

７月　日（　）　　　：　　　～　　　：

実習場所の状況

屋内（詳しい状況 ）

屋外（詳しい状況 ）

実習時の自分の状態

服装（ ）

体調（ ）

実習の種類（○をつける）

事務作業（　　　）　接客（　　　）　単純作業（　　　）　受付業務（　　　）

掃除・片付け（　　　）　書類整理（　　　）　雑務（　　　）　見学（　　　）

補助（仕事の）（　　　）　　その他の仕事（具体的には ）

実習を終えて（○をつける）

集中度
（とても集中した　まあまあ集中した　あまり集中しなかった　全く集中していなかった）

緊張度
（とても緊張していた　まあまあ緊張していた　あまり緊張していなかった　全く緊張していなかった）

充実度
（とても充実していた　まあまあ充実していた　あまり充実していなかった　全く充実していなかった）

興味関心
（とても興味が持てた　まあまあ興味が持てた　あまり興味が持てなかった　全く興味が持てなかった）

疲労度
（とても疲れた　まあまあ疲れた　あまり疲れなかった　全く疲れなかった）

役立ち度
（とても役立った　まあまあ役立った　あまり役に立たなかった　全く役に立たなかった）

● 今回のインターンシップ実習を通して、こういう点に気をつければもっとい
いものになったと思える点を書き出してみましょう。

● インターンシップ実習記録をもとに、事業所の方にお礼状を書き、報告集
をつくるための資料づくりがあります。インターンシップ実習を将来の進路
に役立ててください。

・ 実習で学んだこと～「職場での言葉遣いについて」
・ 実習で学んだこと～「職場でのあいさつ・服装などのみだしなみについて」
・ 実習で学んだこと～「働く人の、時間の使い方について」
・ 実習で学んだこと～「商品や、職務上扱っているもの、道具についての知識に
ついて」

・ 実習で学んだこと～「お客様や子供など、外部の方への対応について」
・ 実習で学んだこと～「社会人としての自覚について」
・ 実習先で、「すごいな」「さすがだな」と感心したこと
・ 実習で、「楽しい」「おもしろい」「興味深い」と感じたこと
・ 実習前に予想していたことと、実際に行って違っていたこと
・ 反省（「もう少しこうすれば良かった‥」「次にこんな機会があったら‥」など）
・ 現在の自分、将来の自分にとって有益だったと思うこと
・ そこで働いている人々の姿や態度を見て、どう感じ、どう思ったか（どんな時に誇
らしい顔や楽しい顔をしていたか、どんなときに働くことの厳しさを感じたかなど）

・ 実習をした事業所は（又はその業種全体は）、社会の中でどのような役割を担
っているのか

・ 実習をした事業所は（又はその業種全体は）、どのような問題・課題を抱えてい
るか

・ 自分のこれからの生き方に活かしたい、具体的なこと
・ 自分は今、日 を々どのように過ごすことが必要か
・  「人はなぜ働くのか」または「働くことの意味とは」（自分の考え。お金のため、生
活のため、以外のこと）

・ 来年実習に行く後輩への助言

貴
重
な
体
験
で
感
じ
た
こ
と
を

残
ら
ず
記
録
す
る

　

２
０
０
３
年
度
よ
り
、総
合
的
な
学
習
の
時

間
を
利
用
し
た
本
格
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

「S
elf-Fulfi llm

ent P
rogram

」（
Ｓ
Ｆ
プ
ロ
グ

ラ
ム
）を
取
り
入
れ
て
い
る
東
京
都
立
本
所
高

校
。１
学
年
は「
自
己
理
解
」、２
学
年
は「
自
己

啓
発
」、３
学
年
は「
自
己
実
現
」を
テ
ー
マ
に
、

３
年
間
を
通
し
て
実
施
さ
れ
る
。「
少
子
高
齢

化
、雇
用
不
安
な
ど
の
問
題
が
山
積
す
る
な
か

で
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」と
、昨
年
度
ま
で
Ｓ
Ｆ
部

主
任
を
務
め
た
深
井
信
司
先
生
。
Ｓ
Ｆ
部
は
独

立
し
た
分
掌
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
を
行

っ
て
お
り
、地
域
の
人
や
保
護
者
に
理
解
を
得
る

た
め
の
広
報
活
動
も
積
極
的
だ
。

　

さ
て
、勤
労
観
の
育
成
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ね

ら
い
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て

お
り
、１
学
年
の
講
演
会
や
職
業
イ
ン
タ
ビ
ュー
、

職
業
調
べ
、２
学
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

取
り
組
み
は
充
実
。

　

な
か
で
も
軸
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

２
年
生
全
員
が
７
月
に
２
日
間
か
け
て
行
う
も

の
で
、昨
年
度
は
86
事
業
所
の
協
力
を
得
た
。

講
師
を
招
い
て
の
マ
ナ
ー
講
座
か
ら
始
ま
り
、事

前
学
習
、実
習
、事
後
学
習
と
い
う
流
れ
だ
が
、

か
な
り
細
か
い
部
分
ま
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
フ
ォ

ロ
ー
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。実
習
後
の
報
告
書

も
左
の
よ
う
に
質
問
項
目
が
ぎ
っ
し
り
で
、貴
重

な
体
験
の
中
で
感
じ
た
こ
と
、学
ん
だ
こ
と
を
、

し
っ
か
り
と
記
憶
に
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
の
工
夫

が
つ
ま
っ
て
い
る
。最
終
的
に
は
内
容
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
、仕
事
内
容
や
感
想
、将
来
に
生
か

し
た
い
こ
と
な
ど
を
、発
表
会
で
、そ
れ
ぞ
れ
が

２
分
程
度
の
持
ち
時
間
で
述
べ
る 

。

卒
業
生
か
ら
の
意
見
も
聞
き

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
つ
な
げ
る

　

同
校
で
は
毎
年
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
振
り
返
る

協
議
会
を
開
催
。卒
業
生
や
在
校
生
も
数
名
ず

つ
参
加
す
る
。「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ
こ

と
は
今
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
」と
卒
業
生
。「
中

学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
重
み
が
違
い
ま

し
た
。
事
前
事
後
学
習
が
徹
底
さ
れ
て
い
て
や

り
が
い
が
あ
っ
た
し
、仕
事
の
大
変
さ
も
理
解
で

き
た
と
思
い
ま
す
」。
在
校
生
か
ら
は「
入
学
前

か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、「
生
徒
に
主
体
性
を
も
た
せ
る
と
い
う

点
で
は
ま
だ
課
題
が
多
い
」と
深
井
先
生
。
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
意
義
を
生
徒
に
よ
く
伝

え
、よ
り
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

３年間を通したキャリア教育のなかに
効果的に位置づけた2学年のインターンシップ

─東京・都立 本所高校─

普通科／1931年創立
生徒数／757人（男子395人、女子362人）
進路状況（2010年度実績）／大学52.3％・短大5.5％・
専門学校等24.3％・就職6.0％・その他11.9％
東京都墨田区向島3-37-25

 03-3622-0344
 http://www.honjo-h.metro.tokyo.jp/

■インターンシップの実習報告書の項目
  （ワークシートより）

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（NO.36）49



進路指導部　キャリア教育担当　
金山良子先生

生
徒
自
身
が
ア
ポ
を
取
り

全
員
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
発
表

　

島
根
県
立
三
刀
屋
高
校
は
１
９
２
４
年
創
立

の
歴
史
あ
る
高
校
。
２
０
０
４
年
に
普
通
科
か

ら
総
合
学
科
に
改
編
さ
れ
、生
徒
た
ち
は
希
望

進
路
に
応
じ
て
人
文
科
学
、人
文
情
報
、総
合

人
間
、理
数
科
学
、理
数
情
報
の
５
系
列
か
ら

選
択
し
て
学
ぶ
。

　

同
校
の
職
業
観
育
成
の
た
め
の
学
習
は
、主

に
１
年
次
生
全
員
が
履
修
す
る「
産
業
社
会
と

人
間
」に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
入
学
後
に
自
己

理
解
、学
問
、進
路
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、９
月
か

ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
事
前
学
習
が
始
ま
る
。

協
力
し
て
も
ら
え
る
事
業
所
と
は
先
生
方
が
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ご
ろ
か
ら
交
渉
を
始
め
、夏

休
み
ま
で
に
詳
細
を
決
め
る
が
、最
終
的
に
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
と
る
の
は
生
徒
の
役
目
だ
。
こ

の
と
き
に
生
徒
は
打
ち
合
せ
の
日
時
や
担
当
者

の
名
前
、持
ち
物
な
ど
を
先
方
と
確
認
し
合

う
。

　

事
前
学
習
の
な
か
に
は「
ア
ポ
取
り
練
習
」の

時
間
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、生
徒
た
ち
は
電
話

を
か
け
る
前
に
自
主
的
に
何
度
も
何
度
も
練
習

す
る
そ
う
だ
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
本
番
は
10

月
の
２
日
間
ま
た
は
３
日
間
。
休
憩
時
間
な
ど

に
は
可
能
で
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
す
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
。

　
「
進
路
希
望
が
定
ま
っ
て
い
る
生
徒
に
は
、働

く
こ
と
や
職
業
に
つ
い
て
さ
ら
に
思
い
を
深
め
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
体
験
し
て
み
て
社
会

で
働
く
こ
と
の
厳
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。１
年
次
と
い
う
早
い
時
期
に

と
に
か
く
一
度
は
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

ほ
し
い
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
そ
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
」と
、進
路
指
導
部
の
金
山
良
子
先
生

は
言
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
体
験
し
た
こ
と
、気
づ
い

た
こ
と
、学
ん
だ
こ
と
な
ど
は
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
ま
と
め
て
発
表
す
る
。パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
キ
ル
を
指
導
す
る
の
は
担
任
の

先
生
だ
が
、中
学
生
で
経
験
し
て
い
る
生
徒
も

多
く
生
徒
た
ち
は
あ
っ
と
い
う
間
に
マ
ス
タ
ー
し

て
し
ま
う
た
め
、指
導
に
そ
れ
ほ
ど
苦
労
は
な
い

と
い
う
。

　

ま
と
め
方
は
、作
品
例
を
見
せ
、全
体
を
６
枚

程
度
の
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
、１
枚
目
に
タ

イ
ト
ル
を
入
れ
る
こ
と
な
ど
ル
ー
ル
を
教
え
る
。

完
成
し
た
ら
ま
ず
ク
ラ
ス
内
で
発
表
し
、代
表

を
選
ん
で
学
年
発
表
へ
。
会
場
に
は
保
護
者
や

事
業
所
の
担
当
者
も
招
待
す
る
。

調
べ
る
、ま
と
め
る
、書
く

と
い
う
繰
り
返
し
で
自
己
を
見
つ
め
る

　

こ
う
い
っ
た
体
験
を
通
し
て
、職
業
観
の
育
成

だ
け
で
は
な
く
、「
事
前
に
調
べ
た
り
、話
を
聞
い

て
メ
モ
を
と
っ
た
り
、文
章
を
書
い
た
り
す
る
習

慣
が
徐
々
に
身
に
つ
い
て
き
ま
す
」と
金
山
先

生
。生
徒
た
ち
に
は
、何
か
と
す
ぐ
に
教
員
を
頼

る
の
で
は
な
く
、ま
ず
は
自
分
で
調
べ
、わ
か
ら

な
い
点
の
み
教
員
に
聞
く
、と
い
う
主
体
性
が
育

っ
て
き
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
後
、そ
の
経
験

も
踏
ま
え
て
10
年
後
の
自
分
を
見
据
え
た
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、次
に
２
年
次
に
な
る
と
研

修
旅
行
で
ま
た
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
。そ
し
て

３
年
次
の
課
題
研
究
へ
つ
な
が
る
。こ
う
し
て
繰

り
返
し
、積
み
重
ね
て
学
ん
で
い
く
こ
と
で
、自

己
を
見
つ
め
将
来
を
模
索
し
、進
路
実
現
の
道

へ
と
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

進路を考えるきっかけにする
１年次のインターンシップ

─島根・県立 三刀屋高校─

総合科／1924年創立
生徒数／547人（男子256人、女子291人）
進路状況（2010年度実績）／大学41.3％・短大12.7％・
専門学校等33.9％・就職10.1％
島根県雲南市三刀屋町三刀屋912-2

 0854-45-2721
 http://www.shimanet.ed.jp/mitoya/

■インターンシップのまとめ
 発表会用パワーポイントシート
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進路指導主事
一戸啓二先生

■職業人講話における「生徒から講師への質問項目」

飲食宿泊関係者への質問

① どのような高校生活でしたか。
② いつ頃から現在の職業に就こうと決意したのですか。
③ 自分がこの職業に向いていると判断したのはどんなことからでしたか。
④  この職業に就くために特にどんなことに取り組んでこられましたか。記
憶に残っていること、エピソードなどをお願いします。

⑤  高校生のうちにやっておいたほうがいいこととは。学習時間はどの位必
要ですか。

⑥ 学歴は仕事に関係することがありますか。高卒でも大丈夫ですか。免
許や資格で役立つものは何かありますか。

⑦  仕事をこなす際にどのような能力が必要ですか。仕事をする上で大切なこと
は何ですか。仕事をする上で常に心がけていることはどんなことですか。

⑧ 成功する人と失敗する人の違いは何でしょうか。辞めていく人はいます
か。その理由は何ですか。

⑨ 働いていて楽しかったこと、嫌だったことはどんなことですか。
⑩ ご自分の仕事からどのようなことを学びますか。
⑪ 採用の際に重視することはどういうところですか。また具体的な基準は
何ですか。

⑫ 接客で一番大事なことは何ですか。
⑬ トラブルがあった場合どのように対応しますか。
⑭ 不景気の影響はありますか。
⑮ この１年特に努力したことは何ですか。昨年と比べこの１年で変化した
ことは何ですか。

高校教員への質問

① どのような高校生活でしたか。
② いつ頃教師になろうと決意したのですか。
③ 自分がこの職業に向いていると判断したのはどんなことからでしたか。
④  教員採用試験に合格するために特にどんなことに取り組んでこられまし
たか。記憶に残っていること、エピソードなどをお願いします。

⑤  大学は必ず出ておく必要がありますか。出身大学によって何か影響は
ありますか。あるとすればそれはどんなことですか。免許や資格で役立つ
ものはありますか。

⑥ 仕事をこなす際にどのような能力が必要ですか。仕事をする上で大切なこ
とは何ですか。仕事をする上で常に心がけていることはどんなことですか。

⑦  成功する人と失敗する人の違いはなにか。
⑧ 高校生のうちにやっておいたほうがいいこととは。学習時間はどの位必
要か。

⑨ 働いていて楽しいこと、嫌なことは何ですか。
⑩ ご自分の仕事から学ばれたことはどんなことでしょうか。教師冥利に尽き
るとはどんな時だったでしょうか。

⑪ 辞めていく人はいますか。その理由は何ですか。
⑫ 先生の記憶に一番残っている生徒というのはどんな生徒だったでしょうか。
⑬ 授業の準備はどれくらい大変ですか。勤務する学校によってそれはかな
り違いますか。

⑭ 授業とそれ以外の仕事の比率はどれくらいですか。
⑮ 家庭はかなり犠牲になりますか。なるとしても教員になることを勧めたい
ですか。

⑯ 振り返ってみて先生になって良かったでしょうか。それと給料はやはりい
いのでしょうか。

⑰ 教師を目指す生徒に何を一番訴えたいかお聴きしたい。

中
学
校
で
の
体
験
か
ら
進
化
さ
せ
た

希
望
す
る
職
種
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

青
森
県
立
大
間
高
校
は
職
業
観
育
成
を
は
じ

め
と
す
る
啓
発
的
取
り
組
み
を
数
多
く
行
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
重
要
な
行
事
で
あ
る
職
業
人
講

話
は
毎
年
２
月
に
１・２
年
生
対
象
に
実
施
、イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
９
月
に
２
年
生
全
員
を
対
象

に
実
施
。つ
ま
り
、１
年
生
で
１
回
目
の
職
業
人

講
話
を
聞
き
、２
年
生
の
９
月
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、２
年
生
の
２
月
に
２
度
目
の
講
話
と
い
う
流

れ
に
な
る
。こ
う
し
た
な
か
で
生
徒
は
自
己
理
解

を
深
め
、職
業
や
適
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
２
年
生
全
員
が
参
加
し

て
３
日
間
実
施
。
受
け
入
れ
先
を
徐
々
に
増
や

し
、本
州
最
北
端
の
町
に
あ
り
な
が
ら
、昨
年
度

は
生
徒
数
60
人
に
対
し
25
も
の
事
業
所
の
協

力
を
と
り
つ
け
た
。
生
徒
に
希
望
す
る
職
種
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、学
校
、病
院
、サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
を
開
拓
。
地
元
商
店
な
ど
で
体
験
す
る
中

学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
の
差
別
化
を
図
っ

た
。「
合
っ
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、適
性
を
よ

く
考
え
て
ほ
し
い
。
体
験
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
こ
か
ら
何
を
学
び
次
に
ど
う
踏
み
出
す
か
が

大
切
。
体
験
し
て
と
ま
ど
う
生
徒
も
い
る
の
で
、

ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
で
す
」と
、進
路
指
導
主

事
の
一
戸
啓
二
先
生
。
県
が
派
遣
す
る
就
職
活

動
支
援
員
の
一
人
を
事
業
所
と
の
折
衝
に
あ
た

る
専
任
と
す
る
こ
と
で
教
員
の
負
担
を
軽
減
す

る
な
ど
、運
営
面
も
工
夫
し
て
い
る
。

生
徒
の
意
見
に
耳
を
傾
け

集
中
で
き
る
取
り
組
み
に
す
る

　

職
業
人
講
話
は
、商
工
会
議
所
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
に
任
せ
て
い
た
人
選
を
、学
校
が
積
極
的

に
人
材
を
探
す
と
い
う
方
法
に
変
え
た
。イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
と
同
様
、生
徒
が
興
味
を
も
っ
て
聞

き
た
い
と
い
う
職
業
人
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。可
能
な
ら
ば
年
齢
的
に
も
若
い
人
、生
徒

に
と
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
や
親
近
感
を
感
じ
ら
れ
る

人
を
探
す
。そ
し
て
、事
前
学
習
で
生
徒
に
ど
ん

な
こ
と
を
聞
き
た
い
か
を
考
え
さ
せ
、講
師
に
前

も
っ
て
質
問
項
目（
左
図
）を
渡
し
、な
る
べ
く

質
問
に
答
え
る
形
で
話
を
し
て
も
ら
う
の
だ
。

「
進
路
を
深
く
考
え
る
い
い
機
会
な
の
に
、興
味

が
も
て
ず
集
中
で
き
ず
に
終
っ
て
し
ま
っ
て
は
も

っ
た
い
な
い
。〝
失
敗
の
な
い
講
話
〞に
す
る
た
め

に
は
、生
徒
の
聞
き
た
い
こ
と
、知
り
た
い
こ
と
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
」と
一
戸
先
生
。

「
こ
れ
か
ら
は
社
会
人
基
礎
力
な
ど
も
意
識
し

な
が
ら
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
身
を
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
、改
革
を
続
け
て
い
く

考
え
だ
。

職業人講話とインターンシップで
志望する職業への理解を深める

─青森・県立 大間高校─

総合科／1974年創立
生徒数／198人（男子113人、女子85人）
進路状況（2010年度実績）／大学19.4％・短大6.0％・
専門学校等26.9％・就職41.8％・その他5.9％
青森県下北郡大間町大字大間字大間平20-43

 0175-37-2109
 http://www.shimokita.asn.ed.jp/̃ohma/
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